
4 主要な教育研究設備

4.1 主要教育研究設備

岡山天文台〳〮〸 ね光赤外新技術望遠鏡〨せいめい望遠鏡〩

飛騨天文台〶〰 っね反射望遠鏡、〶〵 っね屈折望遠鏡、〶〰 っねドームレス太陽望遠鏡〨いこご〩、

太陽磁場活動望遠鏡〨こきぁげご〩

花山天文台〴〵 っね屈折望遠鏡、〷〰 っねシーロスタット太陽分光望遠鏡、

花山天体画像解析システム、〱〸 っね屈折太陽えα望遠鏡〨ザートリウス望遠鏡〩

4.2 2019年度の主な改修改良事項

4.2.1 チューナブルフィルターUTF32の狭帯域化ユニットの増設

ドームレス太陽望遠鏡で稼働するさごう〳〲は、 〵〰〰〰 ∼ 〱〱〰〰〰 〗ぁの広い波長域で使用が可能となるよ

う設計されたリオフィルターである。しかし、その透過幅〱〯〴 〗ぁ〨 ちぴ 〶〵〶〳 〗ぁ〩は、えα線の観測には支

障のない波長純度を与えるものの、例えばきでぉ 〵〱〷〲 〗ぁやえづぉ 〱〰〸〳〰 〗ぁ等のラインでは波長分解能が十

分とはいえない。そこで長さ〴〶 ねねの方解石ブロックを〲つ使って、フィルターの透過幅を半分の〱〯〸

〗ぁとするためのユニットを製作した。 〱〯〸 〗ぁユニットはさごう〳〲の上流に設置することでその役目を果

たす〨合わせてさごう〳〲〫と呼ぶ〩。これにより、さごう〳〲の本来の特徴を生かした広波長域観測が可能と

なった。
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